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第３期横浜市障害者プラン中間見直しについて 
 
 
 
 
 

1 プランの概要 

「第３期横浜市障害者プラン」は、平成 27年度から平成 32年度までの６年を計画期間とし

ています。このプランは、障害者基本法に基づき本市における障害者に関する基本的な施策の

方向性及びその実現のために必要な個別の事業等を定める計画である「障害者計画」と、障害

者総合支援法に基づき円滑にサービス提供が進むよう、障害福祉におけるサービスごとに必要

な利用の見込み量等を定める「障害福祉計画」の二つの性質を持つ計画です。 

このうち、「障害福祉計画」については、障害者総合支援法により３年ごとに定めることと

なっています。 

平成28年の児童福祉法改正に伴い、平成30年度から新たに「障害児福祉計画」の策定が義務

付けられましたが、本プランは、「ライフステージを通じた一貫した支援」への視点を持ち、

障害児の施策及び障害福祉サービスごとに必要な利用の見込み量等についても既に定めてい

ます。そこで、本市では「障害福祉計画」のうち障害児を対象とした部分については、今回よ

り「障害児福祉計画」と位置付け、併せて「障害者計画」の個別事業についても見直しを行い

ます。 

また、平成28年７月の県立障害者支援施設「津久井やまゆり園」で発生した事件を踏まえ、

障害があっても一人の市民として、住み慣れた地域で当たり前のように生活していける共生社

会の実現に向け、各種の取組を一層推進していきます。 
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 サービス利用の見込み量 

障害児福祉計画 
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こども青少年・教育委員会 
平成 2 9 年９月 1 4 日 
こ ど も 青 少 年 局 

【 参 考 】障 害 者 プ ラ ン 構 成 図 
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２ プランの全体像 

  本プランでは、「自己選択・自己決定のもと、住み慣れた地域で、安心して、学び・育ち・

暮らしていくことができるまち、ヨコハマを目指す」を基本目標として掲げ、障害児・者の

生活を「５つのテーマ」に分類し、施策を進めています。 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 見直し内容 

「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」に係る部分については、障害者総合支援法・児

童福祉法をはじめとした関係法令の改正並びに国の基本指針等の内容を踏まえ、平成 30 年度

からの後期３年間の障害福祉における、サービスごとに必要な利用の見込み量等を設定しま

す。 

併せて、「障害者計画」の個別事業についてもニーズの動向等を踏まえながら必要に応じて

内容の見直しを行います。 

  

 

  

(1)  地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

(2)  精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムの構築 

   ・保健・医療・福祉関係者による協議の場の設置 

・精神病床における１年以上長期入院患者数の目標値の設定 

   ・入院後３か月、６か月、１年以上の退院率の目標値の設定 

(3)  障害児支援の提供体制の計画的な整備 

   ・医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置 

(4)  発達障害者支援の一層の充実 

   ・発達障害者地域支援マネジャーの適切な配置等 

(5) 難病患者への一層の周知 

   ・難病患者等の障害福祉サービス等の活用が促されるようにすること 

(6)  障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の提供体制の確保に係る目標の設定 

      ・就労定着支援利用者数（※） 

     ・自立生活援助利用者数（※） 

     ・居宅訪問型児童発達支援利用児童数及び量の見込み（※） 

・医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数 

※ 国が事業詳細を示した後、地域の実情等を基に設定します。 

【参考】国の基本指針(厚生労働省告示第 160 号・平成 29 年度３月 31 日)の要旨 

 

 

５つのテーマ 
 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 
取組︓普及・啓発、相談⽀援、情報の保障、 

災害対策 
テーマ２ 住む、そして暮らす 

取組︓住まい、暮らし 
テーマ３ 毎⽇を安⼼して健やかに過ごす 

取組︓健康・医療、バリアフリー、権利擁護 
テーマ４ いきる⼒を学び・育む 

取組︓療育、教育、⼈材の確保・育成 
テーマ５ 働く・活動する・余暇を楽しむ 

取組︓就労、福祉的就労、⽇中活動、移動 
⽀援、⽂化・スポーツ・レクリエーション 
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４ 当事者等からの意見聴取 

(1)  ニーズ把握 

ア 当事者ワーキング 全５回開催 ＜延べ参加者数：約 80 人＞ 

イ 関係者団体グループインタビュー＜計８団体、計８回＞ 

横浜市身体障害者団体連合会／横浜市心身障害児者を守る会連盟 

／横浜市精神障害者家族連合会／横浜市知的障害関連施設協議会 

／横浜市障害者地域作業所連絡会／横浜市地域活動ホーム連絡会 

／横浜市グループホーム連絡会／横浜市精神障害者地域生活支援連合会 

 

ウ 障害児支援等に関する関係者団体アンケート調査及びヒアリング 

＜計３団体、計３回＞   

  横浜障害児を守る連絡協議会／横浜重心グループ連絡会～ぱざぱネット～ 

  ／横浜市自閉症児・者親の会 

 

 (2) 当事者ワーキングや関係者団体グループインタビュー等で頂いた御意見（抜粋） 

 

・障害理解を言葉で進めるだけでは難しい。交流や体験を通じて学ぶことが大切。 

・差別はダメという強いメッセージを。 

・身体障害があり特別支援学校に通ったが、今思えば統合教育の場で勉強が出来ていたらと思

うことがある。 

・津久井やまゆり事件はぜったいだめ。 

・地域啓発する場が少ない。自治会や住民の集まりの場で障害理解の勉強会の開催を行う。 

・計画相談事業所を増やすための、具体的な方向性を明示してほしい。 

・グループホームの空き状況がわからない。 

・知的障害をよく知る医師・看護師の育成が必要。 

・療育センター、家庭、学校、事業所が無理なく繋がれる療育を。 

・障害児の保育所・放課後児童健全育成事業等での受入れ推進のため、更に職員の障害理解が

必要。 

・あらゆる手段を検討し、人員・人材不足による福祉施策の滞りや偏りがないような施策を講

じてください。 

・障害者もできる作業をもっと増やしてほしい。 

・本人たちが楽しめる場があるとよい。 

・文化に触れる機会を増やすための仕組みが必要。 
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５ 振り返り及び見直し内容（テーマ別） 

＜参考資料１「第３期横浜市障害者プラン中間見直し 詳細版」より抜粋＞ 

テーマ１ 出会う・つながる・助け合う 
  

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業  

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目 標 現  状 

当事者や障害福祉
関連施設、市民団
体等による普及・
啓発活動への支援 

・セイフティーネットプロジェクト
横浜による出前講座の開催など障害
理解に向けた普及・啓発活動を実施。 

推進 
出前講座
等の実施 ○ 推進 

相談支援事業の
周知及び普及・啓
発 

・全区の法人型地活ホームに相談員
を配置し、「基幹相談支援センター」
として位置付け相談支援機能を強化。 

推進 
相談支援
の強化 
・普及 

○ 推進 

発達障害者支援 
センター運営事業 

・発達障害者が身近な地域で相談を受
けられるよう各区福祉保健センター
に特定相談日を設定。 
（平成27年度プラン策定時：３区実施） 

特定相談日
実施区 
18 区 

全区実施 ○ 推進 

合理的配慮を踏
まえた情報発信
のルール化 

・「障害者差別解消の推進に関する取
組指針」等を策定。 
・聴覚障害のある人へタブレット端末を
活用した手話通訳サービスの提供によ
る区役所窓口における対応の充実。 

推進 実施 ○ 推進 

当事者による相
談の充実 
（ピア相談） 

・ピア相談員の派遣依頼が無く、実績
が上がっていない。 

実績の検証 

派遣相談
等の取組
の周知不

足 

△ 

18 区の法人
型地活ホーム
において派遣
相談の活用  

【新規】 
「地域共生社
会」の実現に向
けた取組等の推
進 

【事業内容】 
地域のあらゆる方が「支え手」と「受
け手」に分かれるのではなく、地域、
暮らし、生きがいをともに創り、高め
あうことができる「地域共生社会」の
実現に向けた取組等の推進。 

― ― ― 推進 

【新規】 
難病患者等への
必要な情報提供 

【事業内容】 
難病患者等、本人に対して必要な情
報提供を行うこと等により、難病患
者等の障害福祉サービス等の活用が
促されるよう検討。 

― ― ― 推進 

【評価欄の凡例】○ ： 想定した目標を達成し、想定したとおりの効果が得られた。 
        △ ： 一定程度の効果は得られた。 
        × ： 想定した目標は達成できず、効果も得られなかった。 
 

(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

手話通訳者の派遣 
8,900 人 9,500 人 9,900 人 

10,000 人 10,500 人 11,000 人 
実績：7,897 人 実績：8,343 人 見込：9,900 人 

計画相談支援利用
者数 

21,500 人 23,000 人 24,500 人 
22,000 人 23,000 人 24,000 人 

実績：4,777 人 実績：5,662 人 見込：8,000 人 
 

【新規】 
発達障害者支援セ
ンター及び発達障
害者地域支援マネ
ジャーの外部機関
や地域住民への研
修、啓発 

― ― ― 60 件 65 件 70 件 
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テーマ２ 住む、そして暮らす 
 

(1)  「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

行動障害のある
方の住まい検討 

・発達障害者支援センターに新たに
地域支援マネジャー２人を配置。 
（平成 29 年 10 月には２人増員予定） 
・障害福祉サービス事業所等に対す
る行動障害・発達障害に係るコンサル
テーションを実施。 

推進 

地域支援マ
ネジャーの

配置 
（計４人） 

○ 推進 

自立生活アシス
タント 

・単身等で生活する障害者が身近な
地域で支援が受けられるよう、各区で
体制整備を進め、平成 28 年度から全
区実施。 
（平成27年度プラン策定時：36か所） 

事業所数 
40か所 

（全区実施） 

事業所数
40 か所 

（全区実施）
○ 推進 

後見的支援制度 

・親亡き後も安心して地域生活が送
れる仕組みとして、平成 27、28 年度
に、実施区をそれぞれ２区ずつ増や
し、全区実施。 
（平成 27年度プラン策定時：14区） 

全区実施 全区実施 ○ 推進 

障害児施設の整
備・再整備 

・平成 27 年度に福祉型障害児入所施
設「ぶどうの実（旧白根学園児童寮）」
再整備完了。 
・重症心身障害児者施設について「横
浜医療福祉センター港南」を平成 28
年６月に開所、「横浜療育医療センタ
ー」を平成 28 年度に再整備完了。 
・平成 29 年度には「ぽらいと・えき
（旧横浜市なしの木学園）」の再整備
完了予定。 

工事完了 
４か所 

工事完了 
４か所 

○ 
施設状況等
により検討 

多機能型拠点の
整備・運営 

・常に医療的ケアを必要とする重症心
身障害児・者の地域での暮らしを支援
するため、相談支援、生活介護、訪問看
護サービス及び短期入所などを一体的
に提供できる多機能型拠点の３館目
が、平成29年４月に瀬谷区に開所。 
（平成 27年度プラン策定時：２か所） 

開所２か所 
（累計４か所）

開所１か所 
（累計３か所） 

△ 
開所３か所 
（累計6か所）
（整備完了） 

 

【新規】 
精神障害にも対
応した地域包括
ケアシステムの
構築 

【事業内容】 
精神障害者が、地域の一員として安心し
て自分らしく暮らすことができるよう、
保健、医療、福祉関係者による協議の場
を設置し、精神障害にも対応した地域包
括ケアシステムを構築。 

― ― ― 推進 

 
(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

共同生活援助（グル
ープホーム）利用者
数 

3,700 人 3,900 人 4,100 人 
4,352 人 4,552 人 4,752 人 

実績：3,762 人 実績：3,959 人 見込：4,152 人 

地域生活支援拠点の
整備※ 

検討 検討 １ か所 
２ か所 18 か所 18 か所 

実績：検討 実績：検討 見込：検討 

※ 国の基本指針で、整備完了目標年が「平成 29 年度末まで」から「平成 32 年度末まで」に延長。 
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テーマ 3 毎⽇を安⼼して健やかに過ごす 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

医療機関連携 
事業 

・障害特性等を理解し適切な医療を
提供できる医療機関として、知的障害
者専門外来を３病院で開設。 
（平成 27年度プラン策定時：２病院） 

推進 
開設 
４病院 

（見込み）
○ 推進 

精神科救急医療
対策事業 

・精神科救急に対応する診療報酬を
取得している病院の役割を整理し、精
神科救急に係る指針を作成。 
・平成 28 年度には、深夜帯に急性期
の患者の受け入れを行う民間病院を
週５回に増やし、平成 29 年度には毎
日通年稼働。 
・救急受入病院に、切れ目が生じやす
かった夕方の時間帯において市内病
院の輪番制を強化。 

推進 実施 ○ 推進 

（障害者差別に関
する） 
相談体制等の整備 

・平成 28 年度に「横浜市障害者差別
解消支援地域協議会」を設置し、相談
事例の共有及び相談対応の検討。 
・解決が図られなかった差別事案の
あっせんを行う「横浜市障害者差別の
相談に関する調整委員会」を設置。 

推進 実施 ○ 推進 

医療従事者研修
事業 

・医療機関や福祉施設等に勤務する
看護師を対象に「小児訪問看護・重症
心身障害児者研修」を毎年度実施。 

推進 実施 ○ 推進 

医療機関ネット
ワーク等の構築 

・重症心身障害児・者を対象とした 
アンケート結果を活用し、医療的ケア
を要する障害児・者の生活を支えるた
めの支援体制の構築を検討。 

実態把握及
び医療ネッ
トワーク検
討と構築 

検討 ○ 推進 

法人後見支援事
業 

・平成 26 年度から法人後見支援事業
を実施し、法人後見実施団体や受任を
目指す団体の連絡会等を開催。 
・障害のある方の家族や支援者向け
の成年後見制度のパンフレットを作
成。 

推進 実施 ○ 推進 

 

【新規】 
医療的ケア児・
者等の支援のた
めの関係機関の
協議の場の設置 

【事業内容】 
医療的ケア児・者等が適切な支援を
受けられるよう、平成 30 年度末まで
に、保健・医療・障害福祉・保育・
教育等の関係機関が連携を図るため
の協議の場を設置します。 

― ― ― 推進 

 
(2) 「障害福祉計画」及び「障害児福祉計画」に係るサービス見込み量等 

 
 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

申立て及び報酬助
成件数 
（成年後見制度） 

72 人 79 人 87 人 
173 人 202 人 232 人 

実績：90 人 実績：118 人 見込：161 人 
 
【新規】 
医療的ケア児・者等
に対する関連分野
の支援を調整する
コーディネーター
の配置 

― ― ― 準備 １ 人 １ 人 
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テーマ４ いきる⼒を学び・育む 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

特別支援学校に
おけるＩＣＴ機
器の活用 

・平成26～28年度の３か年で全ての特別
支援学校（12校）でタブレット端末の実
践研究を実施し、平成26年度中間報告、
29年度最終報告（予定）。 

推進 実施 ○ 推進 

障害特性に応じた
支援のための研修 

・障害福祉サービス事業所等の職員
を対象に、行動障害に係る支援力向上
を図るための研修を市内法人が共同
して「オール横浜」として実施。 
（平成 28 年度：２回実施） 

推進 実施 ○ 推進 

学齢後期障害児
支援事業 

・相談対応延べ件数は増加傾向にあり、
４か所目の事業実施を検討。 
（平成 27年度プラン策定時：３か所） 

４か所 ３か所 △ ４か所 

就学・教育相談の
体制強化 

・平成 28 年度は 4,267 件の就学・教
育相談を実施。前年度に比べ約 300 件
増加したため、関係機関との更なる連
携を検討。 

推進 
平成29年度 
：4,300件 
（見込み） 

△ 推進 

学生等を対象と
した人材の確保
事業 

・平成 27 年「福祉のしごとフェア」
に関連団体と参画。 
・障害福祉人材不足の解決に向け、民
間事業者と協働して、有効な広報や打
開策を検討。 

推進 実施 △ 推進 

 
(2) 「障害児福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

障害児相談 
4,000 人 4,500 人 5,000 人 

5,700 人 6,400 人 7,000 人 
実績：1,771 人 実績：2,630 人 見込：3,950 人 

放課後等デイサー
ビス事業 

130 か所 165 か所 200 か所 
300 か所 350 か所 推進 

実績：162 か所 実績：217 か所 見込：262 か所 
229,000 人※ 298,000 人※ 368,000 人※ 

720,000 人※ 840,000 人※ 推進 
実績：350,782 人※ 実績：521,130人※ 見込：656,000人※ 

※ 年間の延べ利用人数 
 
【新規】 
子ども・子育て支援
等（保育所、放課後
児童健全育成事業
所等）における障害
児の受入れ体制の
整備 

― ― ― 

関係機関と連携し、子ども・子育て支
援等（保育所、放課後児童健全育成事
業所等）へ、保育所等訪問支援、巡回
訪問及び研修等を拡充することによ
り、利用を希望する障害児の受入れ体
制の整備を引き続き推進。 

【新規】 
居宅訪問型児童発
達支援  

― ― ― 
国が事業詳細を示した後、地域の実情
等を基に設定。 
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テーマ５ 、働く・活動する・余暇を楽しむ 
 

(1) 「障害者計画」に係る個別事業の振り返り及び新規事業 
 

事 業 名 振 り 返 り 
平成29年度 

評価 
平成32年度 

目標 目  標 現  状 

働きたい！あな
たのシンポジウ
ム 

シンポジウムを開催し、当事者・御家
族等に対して就労啓発を実施（平成27
～28 年度参加者数累計：824 人） 

参加者累計 
600 人 

平成29年度 
参加者数 
累計 

1,224 人 

○ 
参加者累計 
3,000 人 

移動情報センタ
ー運営等事業の
推進  

・移動情報センターの窓口を平成 28
年度までに 15 区に設置。平成 29 年度
に新たに３区で開設し、全区展開予
定。 
（平成 27年度プラン策定時：９区） 

相談件数 
2,500 件 

平成29年度 
相談件数 
2,500件 

（見込み） 

○ 
相談件数 
3,600 件 

障害者スポーツ
の啓発 

・他都市取組の情報収取を進めると
同時に、障害者スポーツ体験会を市内
公立学校を中心に開催。 
・横浜マラソンの寄付金を活用し、リ
オパラリンピック出場選手への助成
金の交付や、リオパラリンピックの撮
影を行った写真家の写真展を開催し、
オリンピック・パラリンピック東京大
会に向けた啓発活動を実施。 

啓発方法の
検討 

実施 ○ 推進 

よこはま障害者
共同受注総合セ
ンターの運営 

・平成 27 年度にセンターを開設。 
・市内障害者施設等の登録を進め、作
業内容などの情報を集約し、WEB で周
知を実施したほか、工賃向上のため、
企業訪問やパンフレットの改訂、技術
指導を実施。 
・工賃総額は増加したものの、加盟施
設及び利用者の増により平均工賃は
目標を下回る見込み。 
（平成27年度平均月額工賃：10,200円） 

加盟施設に
おける「月
額平均工

賃」が 10％
以上上昇 

加盟施設に
おける「月
額平均工
賃」の維持 
（見込み） 

△ 

加盟施設に
おける「月
額平均工

賃」が 10％
以上上昇 

 
(2) 「障害福祉計画」に係るサービス見込み量等 
 

 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

就労移行支援事業 

657 人分 807 人分 898 人分 
1,376 人分 1,628 人分 1,949 人分 

実績：830 人分 実績：950 人分 見込：1,036 人分 
10,911 人※ 13,683 人※ 15,252 人※ 

24,241 人※ 29,130 人※ 35,486 人※ 
実績：13,988 人※ 実績：16,116 人※ 見込：18,176 人※ 

移動支援事業（移動
介護・通学通所支
援） 

668,820 時間分 668,978 時間分 709,744 時間分 
724,125 時間分 745,849 時間分 768,224 時間分 実績： 

659,335 
時間分 

実績： 
682,557 

時間分 
見込： 

703,034 
時間分 

4,546 人分 4,819 人分 5,109 人分 
5,898 人分 6,134 人分 6,379 人分 

実績：5,105 人分 実績：5,401 人分 見込：5,671 人分 
※ 月の延べ利用人数 
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６ 今後のスケジュール（予定） 

日 程 内        容 

９月 25日 

～10月 
中間見直し報告 

・市民意見募集（９月 25日～10月 25日） 

・市民説明会・関係者団体説明 

11月 
市民意見募集報告 

・横浜市自立支援協議会 

・第３回横浜市障害者施策検討部会 

・第２回横浜市障害者施策推進協議会 

12月 ・常任委員会へ報告 

１月 

第 3期横浜市障害者プラ

ン改訂版報告 

・第４回横浜市障害者施策検討部会 

２月 

・横浜市自立支援協議会 

・第３回横浜市施策推進協議会 

・常任委員会へ報告 
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（１）横浜市
よ こ は ま し

の 障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

所持者数
し ょ じ し ゃ す う

について                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 横浜市
よこはまし

発行
はっこう

の各障害者
かくしょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

・愛
あい
の手帳

てちょう
（療育

りょういく
手帳
てちょう

）・精
せい
神
しん
障
しょう
害
がい

者
しゃ
保
ほ
健
けん
福
ふく
祉
し
手
て
帳
ちょう
）の平成

へいせい
29年

ねん
３月
  がつ

末
まつ
時点
じてん

での所持者数
しょじしゃすう

の合計
ごうけい

は、約
やく

16万
まん
人
にん
（横

よこ
浜
はま
市
し
全
ぜん

体
たい
人
じん
口
こう
比
ひ
で４.28 ％

ぱーせんと
）となっています。  

 表
ひょう
１によると、手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

は、24年
ねん
の約

やく
13万

まん
9千
せん
人
にん
から、現在

げんざい
までに、約

やく
２万

まん
１千

せん

人
にん
増
ぞう
加
か
し（増加率

ぞうかりつ
約
やく

12.9 ％
ぱーせんと

）、所持者数
しょじしゃすう

が伸
の
びていることが分

わ
かります。  

 また、表
ひょう
２からわかるように、障害者

しょうがいしゃ
手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の増加率
ぞうかりつ

については、ここ数年
すうねん

 
２ ％

ぱーせんと
から４ ％

ぱーせんと
の間

あいだ
で推移

すいい
しており、横浜市

よこはまし
人口
じんこう

の増加率
ぞうかりつ

と比
くら
べても大

おお
きいことか

ら、障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持
しょじ

者
しゃ
の割合

わりあい
が増

ふ
えてきています。今後

こんご
も障害者

しょうがいしゃ
手帳
てちょう

所持者数
しょじしゃすう

の割合
わりあい

は増
ふ
えていくことが推測

すいそく
されます。  

 

表
ひょう

１　横浜市
よ こ は まし

人口
じん こう

と障害者
しょうがいしゃ

手帳
てち ょう

所持者
し ょ じ し ゃ

数
す う

の比較
ひ か く

（３月
がつ

末
まつ

時点
じ て ん

、ただし、横浜市
よ こはまし

人口
じん こう

のみ４月
がつ

１日
ひ

時点
じ て ん

。以下
い か

同様
ど うよう

）（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

3,688,624 3,693,788 3,702,093 3,712,170 3,725,042 3,728,124

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

138,940 143,657 149,352 152,852 156,136 159,563

横浜市
よ こはまし

人口
じん こう

知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

4.03% 4.28%

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

4.19%3.77% 3.89%

手帳
てち ょう

所持者
し ょ じ し ゃ

全体
ぜんたい

横浜市
よ こはまし

人口
じんこう

における障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
し ょ じ しゃ

数
すう

割合
わりあい

4.12%

表
ひょう

２　横浜市
よこはまし

人口
じんこう

と障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の増加数
ぞうかすう

の比較
ひかく

（人
にん

）

２４～２５年
ねん

２５～２６年
ねん

２６～２７年
ねん

２７～２８年
ねん

２８～２９年
ねん

5,164 8,305 10,077 12,872 3,082

(0.14%) (0.22%) (0.27%) (0.35%) (0.08%)

4,717 5,695 3,500 3,284 3,427

(3.39%) (3.96%) (2.34%) (2.15%) (2.19%)

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の増加数
ぞうかすう

（増加
ぞうか

率
りつ

）

（増加
ぞうか

率
りつ

）

横浜市
よこはまし

人口
じんこう

増加
　ぞうか

数
すう



- 2 - 
 

 

図 E

ず
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し
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Aと AE手帳 E

てちょう
AAE所持者 E

しょじしゃ
Aの AE増加数 E

ぞうかすう
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

AE図 E

ず
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し
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Aと AE手帳 E

てちょう
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しょじしゃ
Aの AE増加率 E

ぞうかりつ
Aの AE推移 E

す い い
 

 

  

にん 

ねん ねん ねん ねん ねん 

よこはましじんこうぞうかすう てちょうしょじしゃ ぞうかすう 

じんこう ぞうかりつ てちょうしょじしゃ ぞうかりつ 

５ 

 

 

 

 

４ 

 

 

３ 

 

 

２ 

 

 

１ 

 

 

ぱーせんと 
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（2）障害
しょうがい

別
べ つ

の 状況
じょうきょう

                                                                                                     

 ア 身体
し ん た い

障害者
しょうがいしゃ

手帳
て ち ょ う

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                         

  

 表
ひょう
３によると、手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

は、肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

が最
もっと
も多

おお
く、次

つ
いで、内部

ないぶ
障害
しょうがい

となっ
ています。  
また、表

ひょう
４からわかるように、手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

は、18歳
さい
未
み
満
まん
の人数

にんずう
が横

よこ
ばい、18歳

さい
から

65歳
さい
未満
みまん

の人数
にんずう

が減少
げんしょう

しているのに対
たい
して、65歳

さい
以上
いじょう

の人数
にんずう

は、年々
ねんねん

増加
ぞうか

しています。  
 

表
ひょう

３　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

　障害
しょうがい

状況
じょうきょう

 別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
とし

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

6,400 6,441 6,435 6,447 6,397 6,370

7,987 8,083 8,321 8,452 8,585 8,643

50,706 51,519 52,813 52,284 51,420 50,669

28,252 29,114 30,173 30,955 31,804 32,695

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

視覚
しかく

障害
しょうがい

内部
ないぶ

障害
しょうがい

計
けい

音声
おんせい

・言語
げんご

・そしゃく機能
きのう

障害
しょうがい

946 982 993 979964957

聴覚
ちょうかく

･平衡
へいこう

機能
きのう

障害
しょうがい

肢体
したい

不自由
ふじゆう

表
ひょう

４　身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

　年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

　各年度
かくねんど

　３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

2,423 2,425 2,469 2,426 2,428 2,397

(2.6%) (2.5%) (2.5%) (2.4%) (2.4%) (2.4%)

30,332 29,702 29,509 28,823 28,193 27,903

(32.2%) (30.9%) (29.9%) (29.1%) (28.4%) (28.1%)

61,536 63,987 66,728 67,871 68,578 69,056

(65.3%) (66.6%) (67.6%) (68.5%) (69.1%) (69.5%)

94,291 96,114 98,706 99,120 99,199 99,356

18歳未満
さいみまん

65歳以上
さいいじょう

18～65歳未満
さいみまん

（下段：全体に占める割合）

（下段：全体に占める割合）

（下段：全体に占める割合）

計
けい
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イ 愛
あ い

の 手帳
て ち ょ う

（療育
り ょ う い く

手帳
て ち ょ う

） 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表
ひょう
５によると、29年

ねん
３月
  がつ

末
まつ
時点
じてん

では、24年
ねん
と比

くら
べ、６千

せん
人
にん
以
い
上
じょう
増
ふ
えています。中

なか
で

も、Ｂ
びー
２の手帳

てちょう
を所持

しょじ
している方

かた
が、約

やく
４千

せん
人と、全体

ぜんたい
の増加数

ぞうかすう
の約

やく
６割
  わり

５分
ぶ
を占

し
めてい

ます。  
また、表

ひょう
６からわかるように、全体

ぜんたい
の所持者数

しょじしゃすう
における各年齢

かくねんれい
の所持者数

しょじしゃすう
の割合

わりあい
は、

この６年間
  ねんかん

を通
とお
して、ほぼ横

よこ
ばいとなっています。  

 

 

 

  
 

表
ひょう

５　愛
あい

の手帳
てちょう

　障害
しょうがい

程度
ていど

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

4,502 4,629 4,775 4,908 4,995 5,087

4,487 4,617 4,706 4,799 4,923 5,040

5,004 5,164 5,366 5,646 5,843 6,009

7,871 8,595 9,324 10,094 10,951 11,822

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

※参考
さんこう

　Ａ１
えー

…IQ
あいきゅー

　20以下
いか

、A２
えー　

…IQ
あいきゅー

　21～35、B1
びー　

…IQ
あいきゅー

36～50、B2
びー　

…IQ
あいきゅー

51～75

Ｂ２
びー　

計
けい

Ａ１
えー　

Ａ２
えー　

Ｂ１
びー　

表
ひょう

６　愛
あい

の手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

数
すう

の年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
とし

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

8,315 8,761 9,172 9,646 10,141 10,612

(38.0%) (38.1%) (37.9%) (37.9%) (38.0%) (38.0%)

13,010 13,636 14,312 15,058 15,746 16,485

(59.5%) (59.3%) (59.2%) (59.2%) (58.9%) (59.0%)

539 608 687 743 825 861

(2.5%) (2.6%) (2.8%) (2.9%) (3.1%) (3.1%)

21,864 23,005 24,171 25,447 26,712 27,958

18～65歳未満
さいみまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合）
わりあい）

65歳以上
さいいじょう

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

18歳未満
さいみまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

計
けい
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ウ 精神
せ い し ん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身体
しんたい

障害
しょうがい

・知的
ちてき

障害
しょうがい

・精神
せいしん

障害
しょうがい

の３障害
しょうがい

の手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

のうち、この５年間
  ねんかん

でもっ
とも増加

ぞうか
してきているのが、精神

せいしん
障害
しょうがい

です。表
ひょう
７からわかるように、平成

へいせい
29年

ねん
３月
  がつ

末
まつ

時点
じてん

では、24年
ねん
と比

くら
べ、９千人

  せんにん
以上
いじょう

増
ふ
えており、特

とく
に２級

 きゅう
が約

やく
５千

せん
５百

ひゃく
人
にん
（約

やく
１．4

倍
ばい
）増

ふ
えています。  

また、表
ひょう
８からわかるように、手帳

てちょう
所持者数
しょじしゃすう

は、20歳
さい
～65歳

さい
未満
みまん

の人数
にんずう

が大
おお
きく増加

ぞうか

してきている傾向
けいこう

に対
たい
し、20歳

さい
未満
みまん

の人数
にんずう

は、ほぼ横
よこ
ばい、65歳

さい
以上
いじょう

の所持者数
しょじしゃすう

は、
若干
じゃっかん

の増加
ぞうか

という傾向
けいこう

となっています。  
 

 

 

 

 

 

  
 

表
ひょう

７　精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

　等級
とうきゅう

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）

２４年
ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

2,669 2,694 2,870 2,994 3,118 3,308

12,387 13,399 14,497 15,477 16,623 17,844

7,729 8,445 9,108 9,814 10,484 11,097

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

１級
きゅう

計
けい

２級
きゅう

３級
きゅう

表
ひょう

８　精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

所持者
しょじしゃ

の年齢
ねんれい

別
べつ

推移
すいい

各
かく

年
ねん

３月
がつ

末
まつ

時点
じてん

（人
にん

）
２４年

ねん

２５年
ねん

２６年
ねん

２７年
ねん

２８年
ねん

２９年
ねん

298 408 493 596 727 869

(1.3%) (1.7%) (1.9%) (2.1%) (2.4%) (2.7%)

19,663 20,952 22,355 23,682 25,126 26,666

(86.3%) (85.4%) (84.4%) (83.7%) (83.1%) (82.7%)

2,824 3,178 3,627 4,007 4,372 4,714

(12.4%) (13.0%) (13.7%) (14.2%) (14.5%) (14.6%)

22,785 24,538 26,475 28,285 30,225 32,249

※精神
せいしん

 障害者
しょうがいしゃ

  保健
ほけん

福祉
ふくし

手帳
てちょう

については、１８歳
さい

未満
みまん

での統計
とうけい

を取
と

っていないため、２０歳
さい

未満
みまん

としています。

65歳
さい

以上
いじょう

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

計
けい

20歳
さい

未満
みまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）

20～65歳
さい

未満
みまん

（下段
げだん

：全体
ぜんたい

に占
し

める割合
わりあい

）
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